
CS様式３ 令和４年１１月１４日

第２回 学校運営協議会 記録

※実施後２週間をめどに，当日の資料も添えて，教育委員会フォルダに保存ください。

学校名 山内小学校

開催日時・時間・場所 １１月１４日（月） １３：５５～１５：３０ 各教室・会議室

出席者数 ７名 欠席者数 ３名

協議案件

１ 授業参観（全学年）

２ これまでの学校運営を振り返って（教頭）

３ 学校と地域の連携・協働による取組について（教頭）

４ 意見交換

協議の主な内容

○これまでの学校運営・取組について、地域のよさの発見・地域作物の栽

培と活用・地域環境の創造の３点の視点から紹介し、成果と課題につい

て共有した。

○山内地区交流センターでも地域のよさを再発見するための事業を行って

いる。子どもだけではなく大人にもそれを感じて欲しいと考え、親子を

対象にした、山菜採りや星空観察などを行ってきている。学校だけでは

実施できないことをセンター事業として行うことも可能であると考えて

おり、情報交換しながら今後も様々な活動を行っていきたい。

○授業参観では、それぞれめあてに向かって元気に取り組んでいる子ども

たちの様子を見ることができてよかった。

○来年度に向けて、「人、もの、こと」についてビジョンに沿ってより推進

していきたい。

○本物との触れ合いを大切に、取り組まれている。学校での活動を地域全

体で見守っていく体制にしていければと思う。種苗交換会の学校農園展

に出品したことは、よいことだと思う。

○学校林の活用として、植林や下刈り等の体験活動を重視していく方向で

考えている。

○地域のいろいろな方との触れ合いの中で、感じとるものは大きく継続し

て取り組ませたい。地域の方々と子ども達が接する機会を増やすために

も、子ども達の様子を発信していければよいのでは。（運動会等の行事や

学習の様子を、写真や動画で芸術文化祭などのイベント時に見ることが

できるようにするなど）

○アンケートの結果から地域の高齢者は「山内はよいところがない」とほ

とんどの方が感じているが、若い人や子ども達は「よいところがある」

と将来について明るい見通しをもっている。その明るい見通しを何とか

して高齢者の方々に伝えていくことはできないか。

○山内小学校でできることを共通理解し、子ども主体に活動できるように

来年度につなげていく。

次回の連絡 第３回学校運営協議会２月 28日実施予定

記録者 教頭 古関 栄


